
 

 

平成 28 年度教員採用選考について（案） 

義務教育課 

高校教育課 

特別支援教育課 

１ 求める教師像 

（１）長野県の教員の使命・任務  子どもの命と安全を守り、夢や可能性を育む 

専門性を磨き、人間力を高めるために学び続ける 

（２）こんな人を求めています 

①教育者としての使命感と責任感を持ち、社会人として規律を遵守する人 

②教育への情熱を持ち、真摯に子どもを理解しようとする人 

③豊かな人間性と広い視野、確かな人権意識を持ち、子どもや保護者の思いに共感できる人 

④同僚や保護者、地域の方々と協力し、共に汗を流し行動する人 

⑤創造性と積極性があり、常に向上し続けようとする、心身のたくましさを持っている人 

⑥幅広い教養と教科等の専門的な知識・技能を持ち、柔軟に対応することができる人 

 

２ 選考の日程及び会場 

４月24日（金）  募集要項配布開始 

４月27日（月）  志願受付開始 

５月18日（月）  志願受付締切り 

７月11日（土）・12日（日） 

 一次選考（小学校、中学校、特別支援学校） 

  ・会場…長野市立柳町中学校、長野市立東部中学校、 

      長野市立櫻ケ岡中学校 

一次選考（高等学校） 

  ・会場…長野商業高等学校 

８月上旬  一次選考結果発表 

8月18日(火)・19日(水)・20日(木) 

 ・21日(金)・22日(土)・23日(日) 

 ・24日(月） 

 二次選考（小学校、中学校、特別支援学校） 

  ・会場…長野市立東部中学校、長野市立通明小学校 

      長野市立櫻ケ岡中学校 

8月22日(土)・23日(日)・29日(土) 

 ・30日(日)・31日(月) 

 二次選考（高等学校） 

  ・会場…長野市立長野高等学校 

10月上旬  採用予定者発表 

 

３ 採用予定の教員の種別、教科及び人数 

（１）小学校・中学校・特別支援学校教諭選考 

学 校 種 教 員 の 種 別 教  科 採用人数 

小学校 

中学校 

特別支援学校 

小学校教諭  180名程度 

中学校教諭 
国語 社会 数学 理科 音楽 美術 

保健体育 技術 家庭 英語 
115名程度 

特別支援学校教諭  50名程度 

養護教諭  20名程度 

小学校 

中学校 
栄養教諭  若干名 

 



 

 

（２）高等学校教諭選考 

学 校 種 教 員 の 種 別 教  科 採用人数 

高等学校 
高等学校教諭 

国語 地理歴史 公民 数学 理科 
保健体育 芸術（音楽・美術） 
外国語（英語） 農業 工業 商業 
家庭 情報 

100名程度 

養護教諭  若干名 

※注 

①小学校・中学校・特別支援学校教諭選考と高等学校教諭選考の双方を受験することはできません。 

②採用人数は、現時点の目安であり、変更することがあります。 

③特別支援学校教諭の選考を受験する者は、小学校又は中学校教諭免許状を有し、且つ特別支援学

校免許状を有することとします。 

④小学校・中学校・特別支援学校教諭選考で合格となった者の採用にあたっては、希望と異なる校

種へ配置することがあります。 

⑤小学校・中学校・特別支援学校教諭選考で採用された者の２校目以降の人事異動については、異

校種経験の重要性に鑑み、小学校・中学校・特別支援学校間で行うことがあります。 

⑥小学校・中学校・特別支援学校教諭選考を受験する者は、複数校種（小・中・特別支援学校）・

複数教科等の免許状を有することが望ましいです。 

⑦高等学校の「教科」項目中の（ ）内は、主たる専攻区分を示しています。 

⑧高等学校の「地理歴史」は公民の免許状を、「公民」は地理歴史の免許状をそれぞれ有すること

が望ましいです。「情報」は、他教科の免許状を有する者とします。 

⑨中学校又は高等学校の「英語」を受験する者で、英検、TOEFL、TOEIC 等の級又は得点を取得してい

る者は、中学校の教員採用選考申込書の「自己ＰＲの欄」又は高等学校の教員採用選考申込書の「資

格賞罰等の欄」にその級や得点を必ず記入してください。 

 

４ 選考区分  ※「一般選考」「社会人を対象とした選考」「特別選考」を複数受験することはできない。 

（１）一般選考 

採用の割合 採用予定者の４割～７割程度 

受験者の条件 なし 

 

（２）社会人を対象とした選考 

① 教職（常勤・非常勤講師を含む）経験者を対象とした選考 

採用の割合 採用予定者の３割～５割程度 

受験者の条件 

学校、幼稚園で次の経験が平成28年３月31日現在で３年以上ある者（講師・
養護助教諭は、常勤・非常勤を問わない。） 
教諭受験者は、教諭又は講師の経験。養護教諭受験者は、養護教諭又は養護
助教諭の経験。栄養教諭受験者は、栄養教諭の経験。 

 

② 民間企業等経験者を対象とした選考 

採用の割合 採用予定者の１割程度 

受験者の条件 
民間企業、教職以外の公務員、ＮＰＯ等の経験が平成28年３月31日現在で３
年以上ある者又は青年海外協力隊などの国際貢献活動の経験が平成28年３月
31日現在で２年以上ある者。 

 

（３）特別選考 （採用人数は何れの選考においても３の採用人数の内数） 

① 補欠合格者を対象とした選考 

採用人数 小・中・特別支援・高等学校の教諭・養護教諭 若干名 

受験者の条件 

前年度、本県の教員採用選考で補欠合格（Ｂ判定）となった者で、前年度と

同一の校種・教科を志願する者。 

前年度に受験した選考区分で受験。 



 

 

 

② 大学推薦選考 

採用人数 小・中学校教諭 10名程度 特別支援学校教諭 ５名程度 

受験者の条件 

小学校・中学校教諭志願者は、小学校及び中学校教諭免許状をいずれも有して

いる者（取得見込を含む）で、中学校教諭免許状については、「国語・社会・

数学・理科・英語」のうち１教科以上、これに加え「音楽・美術・保健体育・

技術・家庭」のうち１教科以上、計２教科以上の複数免許状を有している者（

取得見込を含む）。 

特別支援学校教諭志願者は、小学校、中学校、特別支援学校教諭免許状（免許

状の領域は問わない）をいずれも有している者（取得見込を含む）。 

長野県教育委員会が依頼した大学の推薦を受けた者で、平成28年３月に卒業見

込又は大学院修了見込の者。 

詳細は別途定める「大学推薦選考実施要項」による。長野県教育委員会のホー

ムページに掲載する。 

 

③ 身体に障がいのある人を対象とした大学推薦選考 

採用人数 小・中・特別支援学校の教諭・養護教諭 栄養教諭 ③④合計５～10名程度 

受験者の条件 

身体障害者手帳(１級から６級)の交付を受けている者で、自力通勤及び介助

なしで職務の遂行が可能な者。 

在学する大学の推薦を受けた者で、平成28年３月に卒業見込み又は大学院修

了見込みの者。 

詳細は別途定める「身体に障がいのある人を対象とした大学推薦選考実施要

項」による。長野県教育委員会のホームページに掲載する。 

 

※受験にあたっては、障がいの種類や程度に応じて、文字・用紙の拡大、手

話通訳によるコミュニケーション、試験時間の延長、試験会場・座席の配

慮、実技試験の一部免除等、支障なく受験できるよう努める。 

 

④ 身体に障がいのある人を対象とした選考 

採用人数 
小・中・特別支援学校の教諭・養護教諭 栄養教諭 ③④合計５～10名程度 

高等学校の教諭・養護教諭 ５名程度 

受験者の条件 

身体障害者手帳(１級から６級)の交付を受けている者で、自力通勤及び介助

なしで職務の遂行が可能な者。 

 

※受験にあたっては、障がいの種類や程度に応じて、文字・用紙の拡大、手

話通訳によるコミュニケーション、試験時間の延長、試験会場・座席の配

慮、実技試験の一部免除等、支障なく受験できるよう努める。 

選考方法 上記「一般選考」又は「社会人を対象とした選考」のどちらかを選択。 

 

⑤ 発達障がい児童生徒特別支援のための選考 

採用人数 小・中学校教諭 ５名程度 

受験者の条件 

ＬＤ（学習障がい）、ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障がい）、広汎性発達障が

い等、発達障がいに関する専門の知識を有し、学校やＮＰＯなどで当該児童

生徒に関わった経験が平成 28 年 3月 31 日現在で３年以上ある者。 

所属長等の推薦書を添付すること。 

選考方法 上記「一般選考」又は「社会人を対象とした選考」のどちらかを選択。 

 

 



 

 

⑥ 博士号取得者を対象とした選考 

採用人数 中学校教諭（数学、理科）・高等学校教諭（数学、理科） 若干名 

受験者の条件 

数学分野又は理科分野における博士の学位を有し、教員の職務を行うのに必要な

熱意と見識をもち、理数好きの生徒を育てる意欲のある者。 

所属長等の推薦書を添付すること。 

中学校教諭志願者は、教員免許状を有すること。 

高等学校教諭志願者は、教員免許資格の有無は問わない。 

選考方法 上記「一般選考」又は「社会人を対象とした選考」のどちらかを選択。 

 

⑦ 正規教員経験者を対象とした選考 

採用人数 小・中・特別支援・高等学校教諭 若干名 

受験者の条件 

長野県内の国公立学校の正規教員として５年以上の教職経験（育児休業等の

期間を含む）があり、出産、育児及び介護等を理由に退職した者。 

小学校・中学校・特別支援学校教諭選考は、平成 26 年度又は平成 27 年度に

長野県内の公立小・中・特別支援学校の常勤・非常勤講師の経験を有する者。 

高等学校教諭選考は、平成26年度又は平成27年度に長野県内の公立高等学校

の常勤・非常勤講師の経験を有する者。 

所属長の推薦書を添付すること。 

本年度採用選考を実施する教科に限る。 

 

５ 試験項目  ○印の項目について、試験を課す。 

（１）小学校・中学校・特別支援学校教諭選考 

 

一次選考 二次選考 

筆記試験 
小論文 

集団 

面接 

書類 

審査 

個人面

接 

適性検

査 
実技 

一般教養 専門教科 

（１）一般選考 ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○※３ 

（２）社会人を対象とした選考  ○ ○ ○ ○ ○※２ ○ ○※３ 

 

 

 

 

（３） 

特 

別 

選 

考 

①補欠合格者を対

象とした選考 

一般      ○   ○ ○※３ 

社会人      ○※２ ○ ○※３ 

②大学推薦選考  ○※１   ○ ○※２ ○ ○※３ 

③身体に障がいのある人を

対象とした大学推薦選考 
    ○ ○※２ ○ ○※３ 

④身体に障がいのある

人を対象とした選考 

一般 ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○※３ 

社会人  ○ ○ ○ ○ ○※２ ○ ○※３ 

⑤発達障がい児童生徒

特別支援のための選考 

一般 ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○※３ 

社会人  ○ ○ ○ ○ ○※２ ○ ○※３ 

⑥博士号取得者を

対象とした選考 

一般     ○ ○※２ ○ ○※３ 

社会人     ○ ○※２ ○ ○※３ 

⑦正規教員経験者を対象と

した選考 
 ○※１   ○ ○※２ ○ ○※３ 

※１ 二次選考の際に参考とする。 

※２ 個人面接を２回実施。 

※３ 小学校、特別支援学校、中学校音楽、中学校保健体育、中学校英語は実技あり（小学校、

特別支援学校は、音楽・体育実技）。 

  



 

 

（２）高等学校教諭選考 

 

一次選考 二次選考 

筆記試験 
小論文 

集団 

面接 

書類 

審査 

個人面

接 

適性検

査 一般教養 専門教科 

（１）一般選考 ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

（２）社会人を対象とした選考  ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

 

（３） 

特 

別 

選 

考 

①補欠合格者を対象とした

選考 

一般      ○   ○ 

社会人      ○   ○ 

④身体に障がいのある人を

対象とした選考 

一般 ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

社会人  ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

⑥博士号取得者を対象とし

た選考 

一般     ○ ○※２ ○ 

社会人     ○ ○※２ ○ 

⑦正規教員経験者を対象とした選考  ○※１   ○ ○   ○ 

※１ 二次選考の際に参考とする。 

※２ 博士号取得者を対象とした選考の個人面接は３回実施。他は２回実施。 

 

６ 申込資格 

（１）昭和 31 年４月２日以降に生まれた者 

（２）希望する教科若しくは職の普通免許状を有する者又は平成 28年３月 31日までに取得見込みの

者。 

なお、養護教諭については平成 28年の春までに行われる国家試験により、保健師免許状を取得

する見込みの者で、平成 28年３月 31日までに養護助教諭免許状（臨時免許状）取得の要件を満

たす者を含みます。 

また、高等学校教諭選考の博士号取得者を対象とした選考を受験する者で、高等学校の普通免

許状を有していない者は、選考後に特別免許状の申請をし、取得する必要があります。 

（３）特別支援学校教諭については、基礎免許状として小学校又は中学校教諭免許状を有する者で、

特別支援学校教諭免許状を有する者（平成 19 年３月 31日以前に盲学校教諭免許状、聾学校教諭

免許状、養護学校教諭免許状を有した者を含む。）又は平成 28 年３月 31 日までに取得見込みの

者 

（４）地方公務員法第 16 条及び学校教育法第９条の欠格条項に該当しないこと。 

 

７ 選考基準 

（１）小学校・中学校・特別支援学校教諭選考 

① 一次選考 

選 考 内 容 評価の観点、配点・段階等 総合判定 

筆 

記 

試 

験 

一般教養 （一般教養、教育法規、教育課程等） － 60 点 

筆記試験の結果

を基に、小論文、

集団面接及び 書

類審査の結果を

加味して、総合的

に判定する。 

 

５段階 

（A,B1,B2,B3,C） 

 

A  ：合 格 

B，C：不合格 

専門教科 （教科等の指導に関する内容を含む。） － 100 点 

 

実技 

中学校美術（鉛筆によるデッサン） 
発想・構想力、技能 等 

（25 点。100 点に含む。） 
(25 点) 

中学校技術（製図） 
工夫し創造する力、技能 等 

（20 点。100 点に含む。） 
(20 点) 

中学校家庭（布を用いた製作） 
構成力、技能 等 

（20 点。100 点に含む。） 
(20 点) 

小論文（与えられた課題について、800 字以内で論述） 

題意把握の的確さ、文章構成の工

夫、論理的思考力、表記（誤字・脱

字等） 

５段階 

集団面接（与えられた課題について、意見や感想の発表、

討論） 
意欲、判断力、人間的魅力 ５段階 

書類審査（履修内容及び成績、免許、特技等） 選考の参考にする。 



 

 

② 二次選考 

選 考 内 容 評価の観点、配点・段階等 総合判定 

 

 個人面接 

（申込書に記入した資格や諸活動等に関

する内容を含む。） 

・意欲   （熱意、積極性、向上心） 

・判断力  （論理的思考、冷静さ） 

・創造性  （問題分析、創意工夫、柔軟な思考） 

・人間的魅力（明朗さ、受容力、協調性、耐性） 

・専門性  （児童生徒理解、教養、教科等） 

      （70点。〈模擬授業等を含む。〉） 
５段

階 

個人面接及び実

技の結果を基に、

一次選考資料等

を参考にしなが

ら、総合的に判定

する。 

 

 

５段階 

（A,B,C1,C2,C3） 

 

 

A ：合 格 

B ：補欠合格 

C ：不合格 

 模擬授業等 

（与えられた課題について、児童・

生徒、保護者等への場面指導を含

む。） 

・展開を構想する力 

・児童・生徒、保護者等への適切な対応力 

・内容の的確さ 

実技 

体育 

・小学校・特別支援学校 

体つくり運動、器械運動、陸上競

技、水泳、球技、ダンス 

・中学校保健体育は、上記の種目に

武道を加える。 

運動種目の理解、技能、指導力 

（小学校・特別支援学校 15点） 

（中学校保健体育 30 点） 

５段

階 

音楽 

・ 小学校・特別支援学校 

歌唱、ピアノ伴奏、ソプラノリ

コーダー演奏 

・ 中学校音楽 

指揮、ピアノ弾き歌い、器楽（任

意の楽器） 

技能、表現力 

（小学校・特別支援学校 15点） 

（中学校音楽 30 点） 

英語 

・ 英語によるスピーチ、ライティ

ングを含めた指導技能 

技能、指導力（中学校英語 30 点） 

適性検査・書類審査 選考の参考にする。 

 

（２）高等学校教諭選考 

① 一次選考 

選 考 内 容 評価の観点、配点・段階等 総合判定 

筆 

記 

試 

験 

一般教養(国・社・数・理・英の基

礎的知識、教職及び時事教養) 
－ 60 点 

筆記試験及び実

技試験の結果を

基に、小論文、

集団面接及び書

類審査の結果を

加味して、総合

的に判定する。 

 

５段階 

(A･B･C･D･E) 

 

A  ：合 格 

B～E：不合格 

専門教科(大学卒業程度の各教科

における専門的知識・技能) 
－ 120 点 

 

実 
 

技 

保健体育(陸上競技・水

泳・球技・器械運動) 
実技指導に必要十分な技能の理解・修得状況 (60 点) 

音楽(弾き歌い・即興伴

奏・新曲視唱) 
音楽性、構成力、表現力 (60 点) 

美術(鉛筆によるデッサ

ン) 

構図、正確な描写、鉛筆の特性を生かした描

写 
(60 点) 

小論文(与えられた課題について、800 字

以内で論述) 

題意把握の的確さ、文章構成の工夫、論理的

思考力、表記(誤字・脱字等) 
５段階 

集団面接(与えられた課題に対する意

見・感想の発表や討論) 
意欲・態度・人間性・柔軟性 ５段階 

書類審査 選考の参考にする。 

  



 

 

② 二次選考 

選 考 内 容 評価の観点、段階等 総合判定 

 

個人面接 

○高校生活の印象・大学卒業論文の概

要など、事前に提出する「個人面接

カード」の内容に関する質問 

・意欲（教育への情熱・使命感・目的意識） 

・人間性（広い視野、人間的魅力） 

・専門性（広い教養、教科の専門的知識・

技術） 

・柔軟性（柔軟な思考力・発想、向上心、

行動力） 

・態度（真摯な対応、周囲に与える印象） 

５段階 

個人面接の結果

及び適性検査の

判 定 結 果 を 基

に、一次選考資

料等を参考にし

ながら、総合的

に判定する。 

５段階 

(A･B･C･D･E) 

A  ：合 格 

B  ：補欠合格 

C～E：不合格 

 模擬授業 

○与えられた課題について、目の前に

生徒がいることを想定した模擬指

導（英語の志願者は英語で行う。） 

・わかりやすさ、的確さ、教師としての姿

勢 

適性検査・書類審査 選考の参考にする。 

 

８ 大学院修士課程等在学者・進学者に対する採用猶予 

（１）本年度の採用選考の合格者で、大学院修士課程（博士前期課程及び教職大学院を含む）に在学

している者又は来年度進学することが決定している者については、大学院に在学している者は１

年間、来年度大学院に進学する者は２年間、採用を猶予します。 

（２）小学校、中学校、特別支援学校の採用猶予者は、大学院在学中に受験校種（教科）の専修免許

状を取得することを条件とします。 

（３）猶予期間のうちに大学院修士課程を修了することとします。 

（４）別途定める方法により、11 月 30 日（月）までに申出が必要です。 

 

９ その他 

（１）結果の通知 

① 一次選考結果 

ア 合否並びに不合格者に係わる総合評価、集団面接及び小論文の段階別評価並びに一般教養、

専門教科及び実技の得点及び平均点を郵送にて通知します。 

イ 合格者の受験番号を本県教育委員会ホームページに掲載します。 

ウ 一次選考合格者の結果については、二次選考結果の通知にあわせて通知します。 

② 二次選考結果 

ア 小学校・中学校・特別支援学校教諭選考を受験した者へは、合否並びに総合評価、個人面

接及び実技検査の段階別評価を郵送にて通知します。 

イ 高等学校教諭選考を受験した者へは、合否及び総合評価の段階別評価を郵送にて通知しま

す。 

ウ 合格者の受験番号を長野県教育委員会ホームページに掲載します。 

③ 上記の一次選考結果及び二次選考結果については、長野県個人情報保護条例第 11 条第１項

ただし書の規定により､口頭で開示を請求することができます。ただし、一次選考合格者は、

二次選考結果通知後に開示請求ができるものとします。 

＜開示する期間＞  選考結果の通知日から１年間 

＜開示を行う場所＞ 長野県教育委員会事務局義務教育課または高校教育課（長野県庁８階） 

＜必要書類＞    運転免許証、学生証等本人であることを証明できるもの 

（２）採用選考の実施に際して収集する個人情報は、この採用選考及び臨時的任用のために必要な範

囲でのみ利用します。 

（３）提出された書類等は、一切返却しません。 

（４）一次選考の一般教養、専門教科の問題用紙は持ち帰りができます。 

（５）大学推薦選考、身体に障がいのある人を対象とした大学推薦選考への出願は、別途定める「大

学推薦選考実施要項」「身体に障がいのある人を対象とした大学推薦選考実施要項」により、大

学が一括して期限までに提出してください。 

（６）本年度の採用選考で補欠合格（Ｂ判定）となった受験者は、次年度、同一の校種・区分で受験

する場合は、一次選考を免除します。 


